
 

 

 

 

 

３ 調査研究 

 

 

 

 

 

 
重要かつ緊急に解決が求められている課題について、実態調査・実験研究・実証

試験等を行った結果を報告します。 
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令和７年度現地課題調査研究事業実績報告書 

 

夷隅農業事務所改良普及課 

 

飼料自給率向上に向けた飼料作物の生産事例の調査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 背景及び目的 

将来的な輸入飼料の価格や供給能力に不安があるなか、畜産物の安定供給のために、

自給飼料の重要性はますます高くなっている。 

そこで本課題では、飼料作物の反収向上に向け、水田でのＷＣＳ用稲、飼料用トウモ

ロコシの二毛作体系での排水対策、施肥量の検討等に加え、新たな取組事例に対する調

査を行い、夷隅地域における飼料生産の収量向上の安定化に繋げる。 

 

２ 調査研究内容 

（１）実施期間   令和７年４月から令和８年２月まで 

（２）調査研究地域 いすみ市作田 

（３） 調査研究方法 

同じほ場内で土壌表面の排水性が良い場所と悪い場所に深さ１ⅿの穴を掘り地下水

位と降水量、栽培概要、生育状況、収量を調査した。また、地下水位の調査ほ場は暗き

実績の要約 

 夷隅地域の水田では、土壌表面の排水性と地下水位に相関はなかった。 

そのため、ＷＣＳ用稲収穫後の水田での飼料用トウモロコシを生産する体系で、

ほ場の排水性を確保し収量を向上するには、暗きょに加え明きょの整備が必要であ

ると考えられた。 

 しかし、本体系での作付けでは、７月下旬から８月中旬までの短期間でＷＣＳ用

稲の収穫・運搬、施肥・耕うん、明きょ整備、飼料用トウモロコシの播種作業を完

了させる必要があるため、オペレーターの確保及び作業の連携が重要となる。 
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ょ排水のみであったが、隣の暗きょと明きょの両方で排水対策をしているほ場について

も生育状況と収量を調査した（図１）。 

 

図１ 調査ほ場の概要 

調査したほ場は、前作がＷＣＳ用稲(品種：コシヒカリ)、飼料用トウモロコシの品種

は、カネコ種苗のゴールドデントKD641(RM114)、KD671(RM117)であった。  

播種日は８月１日～６日、栽植密度は、7,890本/10a（畝間66cm、株間19.2cm）であ

った。施肥については、牛ふん堆肥（N:P:K=0.4:0.5:0.7 ％）を６t/10a散布、化成肥

料（N:P:K=8:8:8）を35kg/10a施用し、除草剤は、ゲザノンゴールドを使用した。 

病害虫の発生については、８月下旬から９月頃にヨトウムシが大発生したため、カル

タップ水溶剤を散布した。 

 ア 栽培調査 

   栽培概要、気候状況、ほ場の地下水位や排水性について調査した。 

イ 生育調査 

  暗きょのみの圃場で排水性の良い場所と悪い場所及び明きょのほ場について、発芽

率、草丈、稈長について、月1回程度調査した。 

ウ 収量調査（生育調査と同ヶ所での調査） 

  暗きょのみの圃場で排水性の良い場所と悪い場所及び明きょのほ場について、飼料

用トウモロコシ10本程度を地表から15㎝のところで採取し、稈長、稈径、原物収量、

乾物収量、雌穂割合、Brix糖度を測定した。 

エ 普及性の検討 

   稲ＷＣＳ後の飼料用トウモロコシ栽培について、作業性や品種選定等について、自

給飼料生産組織へ聞き取った。 
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（４）調査協力依頼先 

   自給飼料生産組織２組織 

（５）調査研究協力機関及び協力内容 

   畜産総合研究センター企画環境研究室：飼料分析、調査結果に関する助言 

 

３ 調査結果及び考察 

（１）栽培調査 

  播種から収穫開始前までの期間の平均気温及び降水量(勝浦市)は図２、図３のとおり

である。気温は平年と比べ、約 1.1℃高く前年並みだった。降水量については、今年度

は播種後の８月中旬～下旬にかけて全くなかったため、前年及び平年と比較し、平均降

水量は20mm以上少なかった。 

 

図２ 平均気温              図３ 平均降水量 

地下水位及び日降水量の推移は図４のとおりであった。土壌表面の排水性が良い場所

のほうが、悪い場所に比べて地下水位は高く推移し、平均17㎝の差があった。降水量が

一定以上あると地下水位は０㎝（地表面まで）となり、地下水位が下がるまで数日要す

る時期があったが、排水性が悪い場所の方が地下水位は早く下がり、土壌表面の排水性

と地下水位に相関はなかった。 

また、暗きょと明きょが整備された隣のほ場の方が、暗きょのみのほ場より土壌表面

の排水性は良かった（写真１）。 

 その理由として、土壌表面の排水性が良い場所の方が暗きょの排水出口に近かったた

め、地下水位は高く推移したと考えられた。また、土壌表面の排水性と地下水位に相関

がなかったのは、夷隅地域の水田は、重粘土質で土中への水の浸透性が悪いため、地下

水位が低くても土壌表面の水はなかなか地下に浸透しないと考えられた。 

 そのため、夷隅地域の水田で飼料用トウモロコシを生産する場合の排水対策としては、
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暗きょに加え、明きょも整備した方が良いと思われた。 

 

図４ 地下水位と日降水量の推移 

 

写真１ 雨天時のほ場の様子 

（左側が暗きょと明きょのほ場、右側が暗きょのみで土壌表面の排水性が悪いほ場） 

（２）生育調査 

 土壌表面の排水性が良い場所、悪い場所、明きょのほ場の発芽率と草丈は表１のとお

りである。 

今年度は、播種後の８月中旬～下旬にかけて降水量が全くなかったため、排水性の悪

いほ場では、ぬかるんでいる場所では発芽不良が見られたが、発芽後の初期成育は順調
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であった（写真２、３）。 

表１ 発芽率と草丈 

 

  

写真２ 土壌表面の排水性が良い場所   写真３ 土壌表面の排水性が悪い場所 

（３）収量調査 

土壌表面の排水性が良い場所、悪い場所、明きょのほ場について、収穫直前の12月３

日に収量調査を実施した。結果については表２のとおりである。調査したほ場は、８月

下旬から９月にヨトウムシによる折損、11月以降にイノシシによる倒伏の被害が出てお

り（写真４、５、６）、収量については、倒伏や折損、発芽不良による欠株がない場合の

数値となっている。排水性が良いほ場と悪いほ場については、稈長、稈径、原物収量、

乾物収量、乾物率、雌穂重割合に差はなかったが、発芽不良による欠株率を考えた場合

は、排水性が悪いほ場の方が収量は低くなった。明きょのほ場については、稈長、稈径、

乾物収量と乾物率が高く、調査したほ場の中で収量が一番高かった。 

表２ 収量調査結果 

 

発芽率
8月26日 8月26日 9月2日 9月19日

排水性が良い場所 96.7% 28.5 65.3 111.6
排水性が悪い場所 66.6% 25.8 60.5 105.0
明きょのほ場 98% 29.0 81.2 131.3

9月24日

播種日

8月1日～
 8月6日

草丈(cm)
出穂始期

稈長
(cm)

稈径
（cm）

原物収量※
(kg/10a)

乾物収量※
(kg/10a)

乾物率
乾物雌穂重
割合

倒伏
(主に獣害に
よる)

折損
(主に虫害に
よる)

子実の熟期 Brix糖度

排水性が良い場所 165.7 1.93 4544.6 1272.5 28% 51.1% 10% 3.3% 黄熟中期 12.1

排水性が悪い場所 163.6 1.94 4386.8 1272.2 29% 50% 5% 3.3% 黄熟初期～中期 10.9

明きょのほ場 172.6 2.17 4260.6 1746.8 41% 48.4% 2% 0% 黄熟中期～後期 5.8

※倒伏や折損、発芽不良による欠株がない場合の収量
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写真４ ヨトウムシの虫害  写真５ ヨトウムシの虫害  写真６ イノシシによる倒伏 

 

（４）普及性の検討 

   今回調査した作付け体系の作業性や品種選定等について、自給飼料生産組織へ聞き

取り調査を行った。 

   作業性については、本体系ではＷＣＳ用稲の収穫・運搬、施肥・耕うん、明きょ整

備を７月下旬から８月上旬までに完了し、８月中旬頃（盆ごろ目安）までに飼料用ト

ウモロコシの播種をしなければ黄熟期まで到達しないため、約10日間程度で耕起、施

肥、明きょ整備、播種を行わなければならず、オペレーターの確保及び作業の連携が

重要であると考えられた。 

   また、生産性を考えた場合、湿害に弱い飼料用トウモロコシを水田の裏作として作

付けする体系上、大雨や台風といったリスクへの対策として、排水性の良いほ場を吟

味する必要があるが、今年度は夷隅管内の稲ＷＣＳの面積が激減し、作付けほ場の面

積を確保することが優先となったため、作付けほ場を選択するのは難しいとの意見も

あった。 

水田裏作の飼料用トウモロコシの品種選定については、今回の調査では、すべての

ほ場で、子実が収穫適期の黄熟期に到達していたことから、今年度使用した品種の相

対熟度が適していると考えられた。 

 

４ 調査研究成果の情報提供方法 

  飼料作物生産者へ巡回にて情報提供を行う。 

 

５ 関連する農業改良普及指導計画の課題名または事業名 

  No.６地域内生産飼料の利用拡大と飼料供給拠点の構築による酪農経営の安定 


